
　「
市
民
と
野
党

の
共
闘
で
都
政

転
換
」
を
め
ざ
す

呼
び
か
け
人
会

議
は
、
今
年
５

月
よ
り
２
０
２

８
年
都
知
事
選

挙
に
向
け
た
立

憲
野
党
と
の
懇

談
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　
８
月
　
日
に
は
新
社
会
党
東
京
都
本

３１

部
と
の
懇
談
を
五
十
嵐
仁
呼
び
か
け
人

代
表
ほ
か
８
名
の
参
加
で
新
社
会
党
東

京
都
本
部
を
訪
ね
、
懇
談
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　
新
社
会
党
か
ら
は
、
み
ず
ま
雪
江
書
記
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  地
震
も
水
害
も
恐

ろ
し
い
。
七
月
に
最
大

震
度
七
の
熊
本
地
震
が

起
き
た
の
に
つ
づ
き
、

八
月
は
酷
い
水
害
が
起

き
た
。
千
葉
県
、
石
川

県
、
富
山
県
、
福
井
県

な
ど
に
危
険
警
報
レ
ベ

ル
四
、
五
が
次
々
に
出
さ
れ
た
。
▼

レ
ベ
ル
四
で
全
員
避
難
の
行
動
と
な

り
、
レ
ベ
ル
五
は
「
災
害
発
生
が
切

迫
」
し
て
い
る
状
況
を
示
し
、「
命
を

守
る
行
動
」
を
と
な
る
。
▼
犠
牲
と

な
っ
た
方
々
へ
の
哀
悼
の
意
を
表
し
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
る
。
▼
ネ
パ
ー
ル
で
は
大
規

模
洪
水
で
大
被
害
が
起
き
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
の
影

響
は
凄
ま
じ
い
。
根
本
に
利
益
第
一

主
義
の
資
本
主
義
の
害
悪
が
あ
る
の

だ
が
、
現
に
起
き
て
い
る
被
害
の
救

済
、
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
は
た
だ

ち
に
最
大
の
手
立
て
が
必
要
で
あ
る
。

▼
災
害
が
繰
り
返
し
起
き
て
い
る
の

に
、
真
剣
な
対
策
を
怠
っ
た
政
治
の

責
任
は
大
き
い
。
と
く
に
国
民
の
暮

ら
し
を
犠
牲
に
し
て
大
軍
拡
と
大
企

業
優
先
の
政
治
を
進
め
て
い
る
高
市

政
権
の
姿
勢
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
。

▼
地
震
・
水
害
対
策
は
東
京
都
民
に

と
っ
て
も
重
要
事
項
で
あ
る
。
日
本

共
産
党
東
京
都
議
団
は
、
小
池
都
知

事
に
対
し
て
「
千
葉
豪
雨
へ
の
支
援

と
、
激
甚
化
す
る
豪
雨
被
害
に
対
す

る
抜
本
的
な
対
策
を
求
め
る
緊
急
申

し
入
れ
」
を
行
っ
た
。
都
民
の
暮
ら

し
・
平
和
・
人
権
を
大
切
に
す
る
都

政
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。（
か
）

長
、
両
副
委
員
長
、
書
記
次
長
が
出
席
さ

れ
、
２
０
２
８
年
都
知
事
選
挙
に
向
け

て
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
た
た
か
う
方

針
を
固
め
て
い
る
こ
と
、
こ
の
間
、
野
党

各
党
と
の
協
議
が
継
続
的
に
も
た
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
山
事
務
局
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の

都
知
事
選
挙
で
の
新
社
会
党
の
協
力
に

お
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
呼
び
か
け

人
会
議
と
し
て
都
議
会
野
党
会
派
と
東

京
野
党
本
部
と
の
懇
談
を
す
す
め
て
き

た
こ
と
な
ど
を
報
告
。
各
出
席
者
か
ら

東
京
都
へ
の
要
求
、
都
政
の
課
題
な
ど

の
発
言
が
お
こ
な
わ
れ
、
次
期
都
知
事

選
挙
を
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
た
た
か

う
こ
と
を
共
有
し
ま
し
た
。
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都
議
会
第
３
回
定
例
会
が
９
月
　
日
１８

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
議
会
は
、

高
市
政
権
に
よ
る
改
憲
、
戦
争
を
す
る

国
づ
く
り
の
動
き
が
加
速
す
る
も
と
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
東
京
都
が
こ
の
よ
う

な
憲
法
に
違
反
す
る
危
険
な
動
き
に
対

呼
び
か
け
人
会
議
が
２
０
２
８
年
都
知
事
選
挙
に
向
け

　
　
　
　
 新
社
会
党
東
京
都
本
部
と
懇
談

　　 　 　 成 長 管 理 へ の 転 換 で
　　 環 境 先 進 都 市 へ の 転 換 を

身
が
　
年
間
頑
張
っ
て
成
果
を
上
げ
て

１０

き
た
こ
と
誇
ら
し
げ
に
語
っ
た
こ
と
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一

方
で
都
政
の
責
務
で
あ
る
都
民
の
く
ら

し
、
福
祉
、
貧
困
と
格
差
、
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
な
ど
切
実
で
喫
緊
の
都
政
課
題

に
つ
い
て
は
語
ら
ず
。
平
和
の
た
め
の

発
言
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
各
社
は
連
載
の
も
の
を
含
め

特
集
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
共
通

し
て
、
小
池
都
知
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
施
策
を
評
価
す
る
記
事
を
展
開
。
小

池
都
知
事
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
２

０
１
６
年
都
知
事
選
挙
で
の
「
７
つ
の
公

約
」
に
つ
い
て
１
つ
し
か
実
現
で
き
て
い

な
い
こ
と
、「
舞
台
華
や
か
、
見
え
ぬ
過

程
」
と
「
規
模
や
華
や
か
さ
を
誇
る
巨
額

事
業
に
つ
い
て
、
意
思
決
定
の
過
程
が

見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る

程
度
に
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
全
体
と
し
て
都
民
目
線
か
ら
の
分
析

に
は
ほ
ど
遠
く
、
財
界
フ
ァ
ー
ス
ト
・
都

民
置
き
去
り
の
都
政
を
容
認
・
評
価
す
る

都
議
会
第
３
回
定
例
会
で

問
わ
れ
る
も
の

次
期
都
知
事
選
挙
ま
で
２
年

　異常気象が激しさを増しています。2023年7月、

アントニオ・グテーレス国連事務総長が記者会見の

中で「地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰化の時

代が到来した」と述べ、「呼吸ができないほどの空気。

耐え難い高温。化石燃料から得る利益と気候変動に

対する不作為のレベルを受け入れることは、到底で

きません」と地球温環境が危機的状況を迎えている

ことの警鐘ををならしました。

　そして温暖化が先進諸国の多国籍企業による際限

の無い開発、経済優先の企業活動にあることはいま

や、誰も否定できない事実となっています。また同

氏は「広く見渡せば、多くの銀行、投資家、その他

の金融関係者が、汚染者たちに報酬を与え、地球を

破壊させ続けて」いることを告発しています。

　これはまさに、小池都知事がすすめる多国籍企業

のための「稼ぐ都市」を爆走する東京に向けられた

警告に他なりません。実際に東京では、「都市再生」

を掲げ、都政を超高層ビルよる開発ゲームを持ちこ

んだ石原都政以降、小池都政に至る４半世紀の間に、

４１１棟もの高さ１００ｍを越える超高層ビルが建

設され、人口も２１１万人も膨れあがり、二酸化炭

素の排出量は増えつづけ、過去１００年間の年間平均

気温が３．２度も上昇するという異常な事態を迎え

ているのです。

　今夏の異常気象も東京における開発が元凶になっ

ていることは間違いありません。

　いますぐ開発優先の東京大改造をやめ、成長管理

に基づく地球に優しい東京への転換に足を踏みだす

ことが求められています。

も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
報
道
機
関

と
し
て
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
　
こ
う
し
た
も
と
で
革
新
都
政
を
つ
く

る
会
は
８
日
、
代
表
世
話
人
会
議
を
開

催
、
来
る
都
知
事
選
挙
に
向
け
て
「
２
０

２
８
年
都
知
事
選
挙
基
本
戦
略
」
を
策
定
、

①
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
発
展
、
②
都

民
目
線
で
小
池
都
政
　
年
の
検
証
を
す

１０

す
め
る
、
③
都
知
事
選
挙
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
と
り
く
み
と
し
て
、　

月
　

１０

２１

日
に
「
小
池
都
政
　
年
を
考
え
る
夕
べ
」

１０

を
開
催
す
る
こ
と
な
ど
を
決
定
し
ま
し

た
。

２
０

２
８
年
都
知
事
選
挙
基
本
戦
略

を
策
定

　
８
月
２
日
で
小
池
知
事
が
就
任
　
年
１０

を
迎
え
ま
し
た
。
３
期
目
を
折
り
返
し
、

２
年
後
に
は
都
民
の
審
判
を
受
け
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
小
池
都
政
の
　
年
を
振
り
返
っ
て
、
果

１０

た
し
て
都
民
の
暮
ら
し
は
よ
く
な
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
東
京
は
住
み
よ
い
都
市

に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
都
民
の
声
が

届
く
都
政
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
都

民
の
目
線
で
徹
底
的
に
検
証
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
小
池
都
政
　
年
、
給
付
金
の
功
罪
　

１０

成
果
上
げ
首
相
に
接
近
」（
朝
日
８
月
　10

日
）
な
ど
マ
ス
コ
ミ
各
社
が
小
池
都
知
事

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
報
道
し
ま

し
た
。
小
池
知
事
は
、　
年
を
振
り
返
り

１０

「
コ
ロ
ナ
、
五
輪
忘
れ
ら
れ
な
い
」（
毎
日
）

と
語
り
、
出
生
数
増
を
誇
り
、「
日
本
の

成
長
を
牽
引
す
る
東
京
に
」
と
の
べ
、
自

開会9月１８日(金)
　　（知事所信表明）

　代表質問 ２９日(火)

　一般質問 ３０日(水)

閉会１０月８日(木)

都議会第３回定例会

　１万５０００人結集！

強権政治に声をあげる！

　　主権者は私たち！

８･１９国会正門前行動

２面：９･１９行動東京

５団体アピール掲載

主催：呼びかけ人会議

戦後８１年 第５福竜丸保存６０年

平和ウオッチングバスツアー

開催日１０月４日 (日 )

集合：ＪＲ両国駅西口 ０９：３０

参加費：５０００円

申込：fax 03-3943-6533
mail:info@yobikakeninkaig.tokyo

し
て
、
抗
議
・
反
対
の
声
を
あ
げ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
都
議
会
が
高
市

政
権
に
す
り
寄
り
、
東
京
都
の
国
の
出

張
所
化
を
加
速
さ
せ
て
い
る
小
池
都
知

事
を
厳
し
く
追
求
し
、
都
民
の
代
表
と

し
て
の
立
場
に
立
ち
返
る
よ
う
求
め
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
貧
困
と

格
差
、
生
活
困
窮
、
地
球
沸
騰
化
な
ど
、

都
政
の
喫
緊
の
課
題
に
つ
い
て
、
小
池

都
知
事
の
姿
勢
を
糺
し
、
都
民
要
求
に

応
え
る
議
会
こ
そ
が
必
要
で
す
。

小
池
都
政
　
年
１０

　
マ
ス
コ
ミ
各
社
が

　
　
い
っ
せ
い
に
報
道
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駅
北
口
、
品
川
駅
港
南
口
、
国
分
寺
駅
南
口
、

国
立
駅
南
口
、
代
々
木
駅
西
口
、
田
無
駅
西

口
、
大
島
、
町
田
駅
前
広
場
、
調
布
駅
前
広

場
、
東
久
留
米
駅
前
、
東
大
和
市
駅
前
、
久

米
川
駅
、
高
幡
不
動
駅
南
口
、
八
王
子
駅
北

口
、
府
中
駅
前
、
新
宿
駅
、
渋
谷
な
ど
都
内

で
各
地
一
斉
に
ア
ク
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
６
日
に
は
北
千
住
北
口
、

八
王
子
ア
ク
シ
ョ
ン
、
９
日
羽
村
駅
、　
日
１５

石
神
井
公
園
駅
N
O
W
A
R
!
ペ
ン
ラ
イ

ト
、　
日
船
堀
駅
前
、　
日
小
金
井
、　
日

24

25

28

蒲
田
駅
ペ
ン
ラ
イ
ト
。
こ
の
他
多
数
の
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
成
功
、
核

兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
署
名
、
8
・
9
行
動
が

全
都
各
地
で
す
す
め
ら
れ
、「
平
和
を
願
う

中
央
区
民
の
戦
争
展
」「
し
な
が
わ
平
和
の

た
め
の
戦
争
展
」「
杉
並
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
な
ど
戦
争
の
歴
史
を
伝
え
る
「
戦
争
展
」

や
学
習
会
な
ど
が
地
域
で
開
催
さ
れ
、
軍

備
拡
大
や
憲
法
改
悪
な
ど
の
テ
ー
マ
に
若

い
人
、
市
民
の
参
加
が
主
催
者
の
予
想
を

上
回
っ
て
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
動
き
に
応
え
て
、
憲
法
改
悪
、

戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
を
阻
止
す
る
た
め

に
東
京
で
活
動
し
て
い
る
東
京
憲
法
会
議
、

東
京
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
、
九
条
の
会

東
京
連
絡
会
、
東
京
革
新
懇
、
革
新
都
政

を
つ
く
る
会
の
東
京
５
団
体
は
、
こ
の

間
、
東
京
で
の
と
り
く
み
を
す
す
め
る

た
め
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
　
日
に
取
り
組
ま
れ
る
「
　
行

１９

１９

都 政 を
考 え る
連載 第１2回

- シリーズ -

〈
 
地
方
自
治
体
の
仕
組
み
 
〉

　
　

予
　

算
　

③

　
会
計
は
現
金
の
収
入
・
支
出
や

財
産
の
管
理
、
物
品
の
収
納
・
払

出
を
明
確
に
す
る
た
め
の
経
理

を
お
こ
な
う
も
の
で
、
地
方
自

治
体
の
場
合
、
執
行
す
る
事
業

が
多
岐
・
多
分
野
に
わ
た
る
た
め
、

先
に
紹
介
し
た
単
一
予
算
主
義

の
例
外
と
し
て
、
一
般
会
計
と

は
別
に
特
別
会
計
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

一
般
会
計

　
一
般
会
計
は
、
当
該
自
治
体

に
と
っ
て
根
幹
と
な
る
会
計
で
、

官
許
会
計
で
経
理
さ
れ
、
行
政

に
要
す
る
収
支
を
総
合
的
に
経

理
す
る
も
の
で
、
税
を
主
な
財

源
と
し
、
地
方
自
治
体
の
基
本

的
な
活
動
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る

経
費
を
計
上
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
東
京
都
で
は
、
福

祉
と
保
健
、
教
育
と
文
化
、
労
働

と
経
済
、
生
活
環
境
、
都
市
の
整

備
、
警
察
と
消
防
な
ど
の
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
地
方
自
治
法
第

２
０
９
条
第
２
項
の
定
め
に
も

と
づ
き
、
特
定
の
事
業
を
お
こ

な
う
た
め
、
も
し
く
は
特
定
の

収
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出
に

充
て
る
た
め
の
会
計
で
、
東
京

都
の
場
合
、
官
許
会
計
で
経
理

さ
れ
る
特
別
会
計
と
企
業
会
計

に
準
じ
た
経
理
を
お
こ
な
う
公

営
企
業
会
計
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
一
般
の
区
市
町
村
の
場
合

は
こ
の
公
営
企
業
は
設
置
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
官
許
会
計
の

み
で
経
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
東
京
都
で
は
国
民
健

康
保
険
事
業
や
都
営
住
宅
等
事

業
、
都
市
開
発
資
金
、
用
地
な
ど

　
の
特
別
会
計
が
置
か
れ
て
い

１８ま
す
が
、
他
の
自
治
体
を
違
う

東
京
都
だ
け
の
会
計
と
し
て
、

特
別
区
財
政
調
整
特
別
会
計
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
第

３
回
及
び
第
４
回
で
紹
介
し
た

特
別
区
の
税
金
（
調
整
３
税
）
を

財
源
と
す
る
東
京
都
独
自
の
大

都
市
行
政
の
財
政
を
調
整
す
る

た
め
の
会
計
と
し
て
設
置
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

公
営
企
業
会
計

　
公
営
企
業
会
計
は
地
方
公
営

企
業
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
水

道
事
業
、
軌
道
事
業
、
鉄
道
事
業
、

病
院
事
業
（
財
政
規
定
の
み
）
な

ど
８
の
事
業
に
つ
い
て
運
用
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
基
本
的
に
、

施
設
＝
資
本
の
造
成
に
関
わ
る

費
用
（
資
本
収
支
）
を
料
金
や
運

賃
な
ど
の
収
益
（
営
業
収
支
）
で

賄
う
と
い
う
仕
組
み
に
対
応
し

た
経
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予

算
は
営
業
収
支
と
資
本
収
支
の

二
本
の
経
理
を
あ
わ
せ
た
総
合

収
支
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
　

関
東
大
震
災
朝
鮮
人
・
中
国
人
虐
殺
1
0
3
年

９
月
１
日
 犠
牲
者
追
悼
式
典

　
　
万
人
を
超
え
る
犠
牲
者
が
生
ま
れ
た

１０
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
３
年
。
都
内
で
、

関
東
大
震
災
朝
鮮
人
中
国
人
虐
殺
犠
牲
者

追
悼
大
会
と
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
追
悼
大
会
に
は
５
０
０
人
の
参
加
者
が

駆
け
つ
け
、
韓
国
か
ら
の
遺
族
が
「
殺
さ
れ

た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
骨
が
な
い
」
と

悲
痛
な
訴
え
を
お
こ
な
い
、
中
国
の
「
私
た

ち
の
「
家
族
は
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
、
苦

し
い
思
い
を
耐
え
て
き
た
。
日
本
政
府
が

歴
史
を
直
視
し
、
犠
牲
に
な
っ
た
中
国
同

胞
に
謝
罪
と
賠
償
を
求
め
る
と
訴
え
ま
し

た
。
　
ま
た
、
日
本
共
産
党
の
小
池
晃
書
記
局

長
が
「
加
害
の
歴
史
に
正
面
か
ら
向
き
合
う

こ
と
が
日
本
の
政
治
に
求
め
れ
て
い
る
」
と

の
べ
る
と
と
も
に
、
小
池
都
知
事
が
虐
殺

犠
牲
者
に
追
悼
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い

な
い
こ
と
を
批
判
。
韓
国
、
朝
鮮
、
中
国
の

人
た
ち
と
連
帯
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し

ま
し
た
。

　
震
災
で
４
万
人
を
超
え
る
犠
牲
者
が
生

ま
れ
た
墨
田
区
横
網
町
公
園
で
は
、
追
悼

碑
の
ま
え
で
式
典
が
お
こ
な
わ
れ
、
日
朝

協
会
東
京
都
連
合
会
の
宮
川
泰
彦
会
長
が
、

日
本
政
府
が
い
ま
だ
に
実
態
調
査
を
と
謝

罪
を
お
こ
な
っ
て
て
い
な
い
こ
と
を
断
罪
。

小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
が
　
年
連
続
で

１０

追
悼
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
を
き
び
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
日
本
共
産
党
、
社
民
党
の
国

会
議
員
、
日
本
共
産
党
の
都
議
会
議
員
が

列
席
、
献
花
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
列
席
者
は
８
０
０
人
を
超
え
、「
同
じ
過

ち
を
く
り
返
さ
な
い
」
と
献
花
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。（
写
真
：
慰
霊
碑
の
前
で
黙
祷
を

捧
げ
る
参
列
者
）

動
」
に
東
京
の
各
団
体
、
地
域
そ
し
て
都

民
が
大
結
集
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る

ア
ピ
ー
ル
（
左
上
）
を
発
表
し
、
と
り
く

み
を
強
め
て
い
ま
す
。

　「
　
行
動
」に
結
集
し
、
こ
の
夏
の
全
都
各

１９

地
の
草
の
根
の
力
を
さ
ら
に
大
き
く
つ
な

げ
ま
し
ょ
う
。
　

会
計
の
区
分
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         戦争法強行から１１年　　戦争反対、改憲許すな！

                  ９・１９国会正門前大行動に大結集しよう！
       

　東京憲法会議、東京憲法共同センター、九条の会東京連絡会、東

京革新懇、革新都政をつくる会の東京５団体は、９月１９日（土）午

後３時３０分、国会正門前で開かれる「１９行動」への大結集を心よ

り呼びかけます。

　今年は、戦争法が強行されてから１１年目の９・１９です。

　いま高市政権は、憲法改悪と「戦争国家」づくりへと爆走してい

ます。この暴走を止めるのは、私たち市民の世論と行動です。首都

東京の草の根からの怒りと運動を大結集してこの流れを転換させ

ましょう。

　軍拡をすすめるのではなく、いのちと暮らしを守る政治を！戦争

をする国づくりを許さず、憲法９条を守りぬきましょう。

　東京の各地域、各職場、各団体、そして平和を願う全てのみなさ

んに９・１９国会議事堂前への大結集を心より呼びかけます。東京各

地で連帯する草の根アクションを展開しましょう。

　主権者は私たち！

戦争法強行から１１年
　あの日から続く市民のたたかいを、さらに大きく前へすすめましょう。

　めちゃくちゃな政治はゆるせない！　いのち、暮らし、人権、平

和、民主主義を守ろう！家族、友人、仲間と誘い合い、一人でも多

くの人が国会前に集まりましょう。

同
じ
過
ち
を
く
り
返
さ
な
い
の
誓
い
あ
ら
た
に

　
平
和
を
願
い
、
不
戦
を
誓
う
夏
、
高
市
首

相
は
８
月
６
日
広
島
、
同
９
日
長
崎
の
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
、
そ
し
て
同
　
日
の

15

終
戦
記
念
日
に
お
い
て
、
過
去
の
戦
争
へ

の
「
反
省
」
も
、
非
核
三
原
則
の
堅
持
も
語

ら
ず
、
国
民
の
な
か
に
不
安
と
怒
り
が
ひ

ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
、

高
市
政
権
に
よ
る
改
憲
・「
戦
争
国
家
づ
く

り
」
の
暴
走
の
を
加
速
に
抗
し
て
、
全
国
そ

し
て
東
京
の
各
地
で
、
平
和
と
憲
法
を
守

る
市
民
の
行
動
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模

で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
８
月
　
日
夕
方
、「
強
権
政
治
に
声
を
あ

19

げ
る
！
主
権
者
は
私
た
ち
！
」
を
掲
げ
て
国

会
正
門
前
で
行
わ
れ
た
「
　
日
行
動
」
に
は
、

19

１
万
５
千
人
が
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
振
り
、
フ

ラ
ッ
グ
を
掲
げ
て
結
集
。「
市
民
の
声
で
政

治
を
変
え
よ
う
」
と
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
国
会
前
だ
け
じ
ゃ
な
い
よ
！
」

と
国
会
前
の
行
動
に
連
帯
し
て
、
新
小
岩

この夏、東京で広がった

　憲法守れ！戦争をする国づくり阻止

　　　　の草の根の運動

全
都
各
地
で
連
帯
の
行
動

署
名
行
動
も
各
地
で
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